
Hyper Navigation
不許複製禁転載

年代 統  一  事  業
1560 年

1568 年

1570 年

1573 年

1575 年

1582 年

桶狭間の戦い  今川義元を破る
足利義昭を奉じて入京  義昭 15 代将軍
姉川の戦い  浅井長政・朝倉義景を破る
足利義昭を京都から追放  室町幕府滅亡
長篠の戦い  武田勝頼を破る  鉄砲を有効に活用(足軽鉄砲隊)

本能寺の変  明智光秀の叛逆

宗 教 政 策 経 済 政 策

織

田

信

長
石山戦争勃発(1570) 顕如(本願寺光佐)

伊勢長島一向一揆鎮圧(1574)
本願寺と和睦(1580) 本願寺は大坂退去

延暦寺焼き打ち(1571)
安土宗論(1579) 日蓮宗を弾圧

楽市・楽座令
重要都市(堺など)・鉱山を直轄
関所の廃止・交通整備

年  代 統  一  事  業
1582 年

1583 年

1584 年

1585 年

1587 年

1590 年

山崎の戦い  明智光秀を破る
賤ケ岳の戦い  柴田勝家を破る
小牧・長久手の戦い  徳川家康と和睦

四国平定  長宗我部元親を破る
九州平定  島津義久を破る
小田原攻め 北条氏を滅ぼす
奥州平定  伊達政宗服属   天下統一完了

政治・経済政策 外 交 政 策豊

臣

秀

吉

1582 年～検地実施(太閤検地) 
田畑の等級に応じ石盛を決定
石盛に基づき石高(全生産高)を決定
一地一作人の原則

土地ごとに作人を決定
→検地帳に記載・年貢納入義務

1588 年 刀狩令
方広寺の大仏造立を名目に実施
兵農分離の基礎

■身分統制令
人掃令①(1591)

身分変更の禁止  兵農分離確立
人掃令②(1592)

朝鮮出兵時の戸籍調査

■倭寇禁圧・私貿易統制
1588 年 海賊取締令

■キリスト教禁圧
1587年 バテレン追放令 宣教師の 20 日以内の国外退去令

1596 年 サンフェリペ号事件 26 聖人殉教

■朝鮮出兵 本陣：肥前名護屋 (壬辰・丁酉の倭乱)
1592 年 文禄の役
1597 年 慶長の役

注意：インクジェットで印刷していますので。蛍光ペンなどを用いると印刷箇所がにじみます。

－秀吉の政権掌握－

大坂城の築城

正親町天皇：関白就任(1585)

後陽成天皇：太政大臣就任(1586)

天下布武の印章
安土城築城(1576)

この他 1588 年には後

陽成天皇を聚楽第に

招 き 、 大 名 に 謁 見 さ

せ、天皇と秀吉への忠

誠を誓わせました。

取引の円滑化により城下を繁栄させる

ために、自由な商取引を認めました。

それが楽市楽座令(楽市令)です。

この時期、明の衰退を背景として秀吉は日本を中心とする国際秩序

建設をめざしゴアのポルトガル政庁やマニラのイスパニア政庁、台湾

の高山国などに朝貢形式の貿易を要求しました。また、明出兵の協

力と朝貢を拒んだ朝鮮へ出兵しました。それが、文禄の役です。

島津氏討伐の帰りに博多

でだされました。

五奉行 長束正家・浅野長政・前田玄以・石田三成・増田長盛

五大老 宇喜多秀家・毛利輝元・前田利家・徳川家康・小早川隆景(のち、上杉景勝)
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安土桃山時代                                  Hyper Navigation

ポ
ル
ト
ガ
ル

根拠地  ゴア(インド)  マラッカ  マカオ(中国)  
種子島に漂着(1543)  鉄砲伝来  

種子島時尭、鉄砲購入(１丁は将軍足利義晴に献上)
   漂着船は中国船  中国商人(海賊)は王直

    鉄砲伝来の影響  
    戦 法(一騎打ち→足軽鉄砲隊の集団戦法)

築城法(山城→平山城)の変化
       国産化 国友村(近江)・堺(和泉)・根来(紀伊)

平戸に来航(1550)  貿易開始

イ
ス
パ
ニ
ア

根拠地  マニラ(フィリピン)
平戸に来航(1584)    

■南蛮貿易   ポルトガルが優位
特  徴  中継貿易  対琉球貿易は衰退

輸出品  銀・刀剣・漆器
輸入品  生糸・絹織物・鉄砲・火薬・香料

貿易港  平戸(松浦氏)・長崎(大村氏)
府内(大友氏)など

ヨ
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■キリスト教の伝来と宣教師の活動
フランシスコ=ザビエル  

イエズス会(耶蘇会)  
1549 年鹿児島上陸(島津貴久の布教許可)

大内義隆の保護  山口に教会堂
大友義鎮の保護  豊後に布教許可

■キリシタン大名
大友義鎮(洗礼名フランシスコ)  
大村純忠(洗礼名バルトロメオ)  1580年長崎をイエズス会に寄進
有馬晴信(洗礼名ジョン=プロタシオ)
天正遣欧使節の派遣(1582～1590 年)  

ヴァリニャーニのすすめ ローマ法王グレゴリオ 13 世に謁見
伊東マンショ(正使)・千々石ミゲル(正使)・中浦ジュリアン・原マルチノ    

大航海時代
  バスコダガマ インド航路発見

  マゼラン    世界周航

  コロンブス   西インド諸島発見
マルコポーロが「黄金の国ジパング」と紹介し

た日本が注目されました。

その口述本が『東方見聞録』です。

イスパニアも加わりましたが、

貿易は圧倒的にポルトガル優

勢でした。

ザビエル後の宣教師
ガスパル=ビレラ   堺の状況を報告 『耶蘇会士日本通信』
ルイス=フロイス 信長と親交あり  『日本史』
オルガンチノ     京都に南蛮寺を建立
ヴァリニャーニ     セミナリオ(宗教教育施設)・コレジオ(宣教師養成学校)設立
                 天正遣欧使節の派遣要請

ヨーロッパで宗教革命が起こり、カトリック勢

力はイエズス会を結成して東アジアへの布

教をすすめました。

ここで問われなくとも、難関私大は

来日外国人の歴史というテーマで

江戸から明治時代にかけての外国

人とその業績をきいてきます。コ
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